
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
大阪府池田市　市立池田病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 自治体職員 364

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 23 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 地 輪 - - 364

364

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 地域医療支援病院として、かかりつけ医を支
援し、地域医療の充実と効率的な医療提供体制
を確保するとともに、救急告示病院として、豊
能医療圏における二次救急医療を担い、安全・
安心な医療の提供に寄与している。

また、厚生労働省が指定する臨床研修病院と
して、医科及び歯科の研修医を受け入れ、指導
及び研修を実施しているほか、大阪府がん診療
拠点病院として、地域におけるがん医療の充実
を図っている。

103,556 38,896 非該当 ７：１ 364 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

医療需要の動向を踏まえた診療機能の強化・
充実を図ってきた結果、経営面では診療単価の
上昇につながり、従前から取り組んでいる経費
削減の効果も相まって、経常収支比率及び医業
収支比率は改善傾向にある。

平成29年度は、呼吸器内科及び呼吸器外科の
新規標榜や循環器内科の体制充実、救急搬送患
者の積極的な受け入れなどで入院収益が増加
し、医業収支比率は100％を超えたものの、類似
病院と比較して医業外収益での一般会計繰入金
が少なく、経常収支比率では100％を下回ってい
る。

経常収支が改善傾向にあるものの、依然とし
て赤字決算が続いており、累積欠損金は増える
一方であるため、累積欠損金比率は類似病院平
均値より大幅に高い状態にある。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

91.2当該値 93.7 91.6 95.6 96.5 98.8 当該値 95.7 93.9

51,602 56,217

89.7 90.2

平均値 99.0 97.7 98.0 97.2 97.0 平均値

153.4 164.5 161.0 当該値 87.9 90.198.7 99.5 102.2 当該値 155.6 181.4

70.5 72.6 73.5

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

85.3 80.7 73.1 76.3 80.7 平均値92.2 90.2 91.1 90.1 89.6 平均値 70.6 71.3

2. 老朽化の状況について

　平成9年に本館を建設してから20年が経過し、
平成16年の東館建設からも10年以上が経過して
いるため、有形固定資産減価償却率は高い状態
にある。

器械備品減価償却率については、機能が保た
れていることを前提として、器械・備品は法定
耐用年数を超えても使用することが多いため、
他病院と同様、高い比率で推移している。な
お、平成29年度に医療情報システム（電子カル
テ）をはじめとする約10億円の器械・備品を整
備したことから、比率は大幅に低下している。
　MRIやCT、リニアックといった高額医療機器を
整備し、地域医療における基幹病院として高度
な医療を提供する体制を維持しているため、1床
当たり有形固定資産の額は類似病院平均値や全
国平均よりも高い値となっている。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

48,921 50,413

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 11,941 12,272 13,096 13,552 13,79250,510 50,958

26.8当該値 51.8 53.7 47.0 48.8 47.0

平均値 48,203

当該値 20.5 20.6当該値 11,087 11,279 17,463 16,535 16,10555,163 58,178 30.8 26.8当該値 52,830

全体総括

平均値 23.2 23.2 23.9 23.8 23.9平均値 54.0 55.6 54.8 55.8 56.1

H27 H28 H29

診療機能の強化・充実が収益性の向上に結び
ついており、経常収支比率及び医業収支比率は
上昇傾向にあるが、一方で人件費や材料費も増
加傾向にあるため黒字化には至っておらず、累
積欠損金は増加し続けている。

また、材料費が増加傾向にあることなどに加
え、施設の老朽化によって今後は維持補修費も
増加していくと考えられるため、公立病院とし
ての機能は維持しつつ、収益性が見込まれる診
療科への資源の重点化も検討する必要があると
考える。

市の財政状況も非常に厳しいことから、一般
会計繰入金は現状維持も難しいと認識してお
り、経営の健全化を図る上では一層の収益性向
上と経費削減が必要不可欠であり、中期経営計
画に基づいて平成32年度までに経常収支での黒
字化をめざす。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

65,544,596 65,583,308 68,022,530

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 40,264,615 41,593,368 42,578,034 45,645,830

当該値 60.2 63.8 63.8 65.4 64.9

H29 H25 H26

当該値 65,287,201 65,321,453当該値 73.6 77.2 71.2 72.2 63.5

47,082,778平均値 59.9 65.4 65.7 65.0 66.8平均値 45.8 48.9 50.3 49.8 50.9
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④病床利用率(％)
【74.8】
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③累積欠損金比率(％)
【64.7】
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②医業収支比率(％)
【89.7】
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①経常収支比率(％)
【98.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【51.6】
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②器械備品減価償却率(％)
【67.6】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【45,442,498】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】


